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交通費を含めても月に10万円を超える程度の収入しか無い所に、と

ある社会福祉法人の勧めも手伝って「障害年金」支給の申請を提出し

た、高機能自開症者「春男」。

具の「春男」から「足を「遅い発達障害」に篠る現実の一例として、
イ
閂
~驚卜
を通 して、どうかとりの葎に知らせて欲 しい」との要請と委

託を受け、庇処に象えて公開する屁の書面は、個人を特定 し得る箇所

(固有名詞 [氏名。団体 (法人一但し国家機関を除く―等)名及び地名]・ 個人別

番号・金銭の詳細並びに年月日中の「日」の部分 [近年の事項については「月」の

部分も])を修正 した (何れも丸ゴシック体で表示)以外は基て、事実の記

録を発色其の葎、写 したものである (但し、読者の理解を助ける意味で若干、

謄本の平仮名部分を漢字に置き換え (各節の序盤に記されている当該箇所には振り

仮名を添付)、亦、必要に応じて西暦を括弧付で併記。何れも丸ゴシック体で表示)。

写本作成者 :佳 羅 電 役

http//町 kar2007el.ecwebo jp/
問い合わせ先… safe8peace-140kar2007el.ecweb.jp



書定決

審査請求人

原処分をした保険者の機関

被保険者

[住

[住

[住

所 ]

所 ]

所 ]

「春 男」

厚生労働大臣

「春 男」

昭和38年 (1963)3月 [某]日生

[保険者番号]

文主

この審査請求を棄却する。

第 1 審査請求の趣旨
審査請求人 (以下、「請求人」と云う)の審査請求の趣旨は、国民年金法 (以下、「国

年法」と云う)に拠る障害基礎年金の支給を求めると云う彗である。

第 2 審査請求の経過
1 請求人は、自閉症 (以下、「当該傷病」と云う)に因り、障害の状態に左るとして、

平成24年 (2012)[年明け前の冬](日本年金機構 [所轄地]年金事務所受付)、 厚生労働

大臣 (以下、「保険者」と云う)に対し、障害基礎年金の裁定の請求をした。

2 保険者は、平成24年 [年明け前の冬]付けで、請求人に対し、「国民年金法第16条及
び国民年金法施行規則第31条第 2項第 6号に拠る初診日の確認が不能である驚。障害

基礎年金を受給する為には、傷病の初診日が国民年金の被保険者であった間である事

が要件の一つですが、現在提出されている書類では、当該請求に撚る傷病 (自閉症)

の初診日が確認島桑ません」として、障害基礎年金の請求を却下する旨の処分 (以下、

「原処分」と云う)をした。

3 請求人は、原処分を不服として、平成25年 [年明け後の冬](受理)、 要旨、次の理

由を述べて、当審査官に対し、審査請求をした。

理
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審査請求の趣旨及び理由

請求の際、書類に不備在り (初診日に関する第三者の申立書 (1枚のみ))

第 3 問題点
1 国年法第30条第 1項には、障害基礎年金は、疾病に堪り、又は負傷し、且つ、其の

疾病又は負傷及び是皐に起因する疾病 (以下「傷病」と云う)について初めて医師又

は歯科医師の診療を受けた日 (以下「初診日」と云う)に於いて被保険者であった者

が、当該初診日から起算して 1年 6月 を経過した日 (其の期間内に其の疾病が治った

場合に於いては、其の治った日 (其の症状が固定し治療の効果が期待出来ない状態に

至った日を含む)と し、以下「障害認定日」と云う)に於いて、其の傷病に因り次項

に規定する障害等級に該当する程度の障害の状態に左る蒔に、其の者に支給する旨が

規定されている。

2 そして、保険料納付要件は、当該傷病に係る初診日の前日に於いて、当該初診日の
属する月の前々月迄に被保険者期間が在り、且つ、当該被保険者期間に係る保険料納

付済期間と保険料免除期間とを合算した期間が当該被保険者期間の 3分の 2を満たす

彗とされ、特例として、国年法附則 (昭60(1985))第 20条第 1項には、初診日が平成

28年 (?=2016)4月 1日 前に在る傷病に因る障害について、当該初診日の前日に於い

て、当該初診日の属する月の前々月迄の 1年間の内に保険料納付済期間及び保険料免

除期間以外の被保険者期間が無い場合も支給される旨が規定されている。

3 国年法第30条第 2項には、障害等級は、障害の程度に応じて重度のものから1級及
び 2級とし、各級の障害の状態は、政令で定める旨が規定されている。

4 国年法第30条の 4第 1項には、疾病に罹り、又は負傷し、其の初診日に於いて20歳
未満であった者が、障害認定日以後に20歳に達した時は20歳に達した日に於いて、障

害認定日が20歳に達した日後である時は其の障害認定日に於いて、障害等級に該当す

る程度の障害の状態に在る時は、其の者に障害基礎年金を支給する旨が規定されてい

る。

5 計、国年法第30条の 4第 2項には、疾病に罹り、又は負傷し、其の初診日に於いて
20歳未満であった者 (同日に於いて被保険者で無かった者に限る)が、障害認定日以

後に20歳に達した時は20歳に達した日後に於いて、障害認定日が20歳に達した日後で

ある時は其の障害認定日後に於いて、其の傷病に因り、65歳に達する日の前日迄の間

に、障害等級に該当する程度の障害の状態に該当するに至った時は、其の者は、其の

期間内に前項の障害基礎年金の支給を請求する事が出来る旨が規定されている。

6 国年法施行規則第31条第 2項第 6号には、障害基礎年金の裁定の請求は、障害基礎
年金裁定請求書に、障害の原因と成った疾病又は負傷に係る初診日 (疾病又は負傷が

昭和61年 (1986)4月 1日前に発したものである時は、当該疾病又は負傷が発した日を

含む)を明らかにする事が出来る書類を添えなければ成らない旨が規定されている。
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7 本件の場合、請求人は原処分を不服としているのであるから、本件の問題点は、当
該疾病の初診日は何時かであり、其の初診日が確認された場合、上記 1か ら5の規定

に照らして、請求人に対し、障害基礎年金を支給する事を認める事が出来るかどうか

と云う事である。

第 4 審査資料
本件の審査資料は、次の通りである。

資料 1 裁定請求書に添付された、請求人作成の [甲 ]病院に係る「受診状況等証明書
が添付出来ない理由書」 (平成24年 [某]月 [某]日付)の写

資料 2 裁定請求書に添付された、請求人の小学校時代の家庭教師であつた [A]作成
の「初診日に関する第三者の申立書」と題する書類 (平成24年 [某]月 [某]日付)の

写

資料 3 裁定請求書に添付された、 [乙診療所 (住所)]精神科 [B]医師 (以下 [B]
医師と云う)作成の診断書 (平成24年 [某]月 [某]日付)の写

資料 4 日本年金機構 [所轄地]事務センター長の照会に対する、 [B]医師作成の回答
書 (平成24年 [某]月 [某]日付)の写

資料 5 裁定請求書に添付された、請求人作成 ([C](相談員)代筆)の病歴状況申
立書 (平成24年 [某]月 [某]日付)の写

資料 6 日本年金機構 [所轄地]年金事務所が作成 (出力)した請求人に係る「基礎年番
基礎年金番号情報照会 (統合年金記録)回答票 (資格画面)」 及び「基礎年番 被保
険者記録照会 (資格・納付Ⅲ)(平成24年 [某]月 [某]日 出力)の写
資料 7 審査請求書に添付された、請求人の小学校時代の担任であった [D]作成の「初
診日に関する第二者の申立書」と題する書類 (平成25年 [某]月 [某]日付)

資料 8 当審査官の照会に対する、 [B]医師作成の回答書 (平成25年 [某]月 [某]日
付)

第 5 事実の認定及び半1断
1 前記審査資料に拠り、次の事実が認められる。

(1)裁定請求書に添付された、請求人作成の [甲 ]病院に係る「受診状況等証明書が

添付出桑ない理由書」の内容を摘記すると、次の通りである。 (資料 1)

ア 傷病名 :自閉症
イ 医療機関名 :[甲 ]病院
ウ 医療機関の所在地 :記載蕪し
工 受診期間 :昭和41年 [某]月 [某]日～昭和48年 [某]月 [某]日
オ 受診状況等証明書が添付出来ない理由 :上記医療機関にカルテ等の診療録が残
っていない驚

‐
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力 確認年月日:平成23年 [某]月 [某]日
キ 確認方法 :電話照会
ク 受診状況等が確認出来る参考資料 (写)の添付 :記載蕪し
(2)裁定請求書に添付された、請求人の小学校時代の家庭教師であった [A]作成の
「初診日に関する第二者の申立書」と題する書類の内容を摘記すると、次の通りで

ある。 (資料 2)

初診日に関する第三者の申立書

障害基礎年金請求者「春万」の傷病名 (高機能白閉症)の初診日については、

次の通り申し立てます。

私が「春万」さんと関わったのは、 [丙]大学 ([住所])の教育専攻科に在籍

していた1970年 (昭和45年 )か らの 2年間で彼は小学校 3、 4年生だったと思い

ます。私が教育越理学を学んでいた関係で [丙]大学の情緒障害児のプレイセラ

ピーを見学に行き、兵えに治療の為通っていた「春万」さんと知り合い、家庭教

師を頼まれました。週 2日程彼の勉強を見たり、一緒に遊んだりしました。その

当時は「情緒障害児」と言われ確かに健常児との違いは、はっきり確認出来まし

た。記憶力抜群で細かい数字まで良く記憶していましたが言葉遣いや表現が堅く、

子供らしくなくコミュニケーシヨンが劣ると感 じました。成長 してからも時々電

話が有りましたが、特徴的な話 し方は変わらず、社会に出ても苦労しているよう

に伺えました。

平成24年 [某]月 [某]日

(申立者)

住 所 [某  所 ]

氏 名  [A]
(請求者との関係 :小学校時代の家庭教師)

(3)裁定請求書に添付された、 [B]医師作成の診断書の内容を摘記すると、次の通

りである。 (資料 3)

ア 障害の原因と成った傷病名 :自閉症 ([「コード」])
イ 傷病の発生年月日:昭和38年 3月 [某]日 (本人の申立て :平成24年 [年明け後の
冬])

ウ 上記アの為初めて医師の診察を受けた日:昭和41年頃 (本人の申立て :平成24年
[年明け後の冬])

工 既存障害 :記載蕪し
オ 既往症 :記載無し
力 傷病が治った (症状が固定した状態を含む)かどうか。 :症状の良くなる見込…
征

キ 発病から現在迄の病歴及び治療の経過、内容、就学・就労状況等、期間、その他

‐
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参考と成る事項 (陳述者の氏名 :「春男」、請求人との続柄 :本人、聴取年月日 :

平成24年 [年明け後の冬]):幼少時は、同年齢の子荻達と遊ぶ撃が少なく集団の署睾

さがるった。就学前の発達検査で知的には正常範囲だつた驚、普通クラスに入学し

た。小中学校では警めを受けた事も在った。高校でも苛めの為に不登校員珠ではあ

ったが卒業後専門学校に謹み、卒業した。就職はなかなか品桑ず、父の知人の印刷

会社に動めた。しかし、平成18年に会社が倒産し、障害者職業センターを経て、現

職に読いている。
ク 診断書作成医療機関に於ける初診時所見 (初診年月日 :平成17年 [春]):
丁撃な警桑使いではあるが、一方的に自分の意見、意思を伝える彗が多くなる。自

分の状況を把握している様ではあるが、コミュニケーションの弱さが在 り、対人交

流はTししヽ
ケ これまでの発育・養育歴等 (出生から発育の状況や教育歴及びこれまでの職歴を
出来るだけ詳しく)

(ア)発育・養育歴 :精神発達遅滞 対人関係の弱さ
(イ)教育歴 :小学校 (普通学級)、 中学校 (普通学級)、 高校 (普通学級)、
その他 (高等職業訓練校)

(ウ)職歴 :[丁] 障害者職業センター  [∪ ]
(工)治療歴
医療機関名 治療期間 入院・外来 病 名 主な療法 転 帰

[甲 (病院) ] S40年～ S48年 外来
対人の弱さ、

言葉の遅れ
療育指導

[乙 (診療所)] H17年～ 外来 自閉症 (同上 )

コ 障害の状態 (平成24年 1月 [某]日現在)
(ア)現在の病状又は状態像
a 前回診断書の記載時との比較 :変化蕪し
b 知能障害等 :遂行機能障害
c 発達障害関連症状 :相互的な社会関係の質的障害、言語コミュニケーション
の障害、その他 (処理速度蓮い)

その程度・症状・処方薬等を具体的に記載してfさ い。 :(イ)上記の状態について、
○他者の立場に晟って考える撃は難しく、マイペースに成る。○顎通が利かなく、

集団行動が難しい。○決められた単純作業は由桑るが、速度が煙い驚職場での注

意を受ける。ジョブコーチが職場と本人との間に入っている日L OWAIS一 R
P I Q100、 下位検査 知識・算数 絵画配列15 絵画完FIQHl VIQH6

成 9 類似 9 符号 3とバラツキがるる唸)。 ○注意を受けると「自分は幾自なん
だ」と群ぶ、自己肯定感が低い。○ストレートに自己表現出来ず、周囲が対応に

苦慮する。

‐
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(ウ)日常生活状況
a 家庭及び社会生活についての具体的な状況
(a)現在の生活環境 :在宅 (同居者の有無 :有 )

(b)全般的状況 (家族及び家族以外の者との対人関係についても具体的に記

入):父が平成23年に亡くなり母と 2人暮らし、対人関係は自らは籍ぶ撃は
第しぃ。
b 日常生活能力の判定 (判断に当たっては、単身で生活するとしたら可能かど
うかで判断してfさい。)
(a)適切な食事一配膳などの準備も含めて適当量をバランス良く摂る事がほぼ

出来るなど。 :自発的且つ適正に行う事は出来ないが助言や指導があれば出

来る

(b)身辺の清潔保持一洗面、洗髪、入浴等の身体の衛生保持や着替え等が出来

る。また、自室の清掃や片付けが出来る等。 :自発的且つ適正に行う事は出

来ないが助言や指導があれば出来る

lC)金銭管理と買い物―金銭を独力で適切に管理し、造り繰りがほぼ出来る。

また、一人で買い物が可能であり、計画的な買い物がほぼ出来る等。 :助言

や指導があれば出来る

(d)通院と服薬 (不要)一規則的に通院や服薬を行い、病状等を主治医に伝え

る事が出来る等 :駆ね出来るが時には助言や指導を必要とする

(e)他人との意思伝達及び対人関係一他人の話を聞く、自分の意思を相手に伝

える、集団的行動が行える等。 :助言や指導があれば出来る

(f)身辺の安全保持及び危機対応一事故等の危険から身を守る能力が在る、通

常と異なる事態と晟った時に他人に援助を求める等を含めて、適性に対応す

る事が出来る等。 :助言や指導があれば出来る

(g)社会性一銀行での金銭の出し入れや公共施設等の利用が一人で可能。また、

社会生活に必要な手続きが行える等。 :助言や指導があれば出来る

c 日常生活能力の程度 (※ 日常生活能力の程度を記載する際には、状況を最も
適切に記載出来る(精神障害)又は (知的障害)のどちらかを使用して下さい。):

(精神障害)に)精神障害を認め、日常生活における身の回りの事も、多くの
援助が必要である。 (例えば、著しく適性を欠く行動が見受けられる。自発的

な発言が少ない、在っても発言内容が不適切であったり不明瞭であったりする。

金銭管理が出来ない場合等)、 (知的障害)に)知的障害を認め、日常生活に
おける身の回りの事も、多くの援助が必要である。 (例えば、簡単な文字や数

字は理解出来、保護的環境であれば単純作業は可能である。習慣化している事

であれば言葉での指示を理解し、身辺生活についても部分的に出来る程度)

(工)現在の就労状況
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a 勤務先 :一般企業
b 雇用体系 :障害者雇用
c 勤続年数 :3年
d 仕事の頻度 :週に 5日 、 1日 5時間
e 一月の給与 :[数]万円程度、時給 [一]円
f 仕事の内容 :伝票整理
g 仕事場での援助の状況や意思疎通の状況 :障害者施設で 4× /月 位パー トで

働いている 他者への暴言o等コミュニケーションは義りにくい。
(オ)身体所見 (神経学的な所見を含む。):特記すべき撃蕪し
(力)臨床検査 ←い理テスト(知能障害の場合には、知能指数、精神年齢)を含む。):
WAIS一 R Hl(V I QH6P I Q100 下 位 検 査 バ ラ ツ キ あ り。 )121

(キ)福祉サービスの利用状況 (障害者自立支援法に規定する自立訓練、共同生活援
助、共同生活介護、在宅介護、その他障害福祉サービス等):無し
サ 現症時の日常生活活動能力及び労働能力 :日常生活については、マイペースな生
活が謂れなければ、ある程度生活凸桑る。支援は必要である。手続き上の彗も

壁人で

は筆しい。労働能力においては、単純作業の藻り踵しは出来るが融通がlljかなく時

間も心かる。
シ 予後 :不良
ス 備考 :記載無し
に)日本年金機構 [所轄地]事務センター長の照会に対する、 [B]医師作成の回答書の

内容を摘記すると、次の通りである。 (資料 4)

ア 「春男」様は平成17年 [某]月 [某]日 に貴院初診されたとの撃ですが、「春万」
様はどの様な理由に拠り貴院に受診されたのでしょうか。もし具体的な経緯・理由

等を働諄苅でござぃましたら、働教示をお願い銭します。また、「春男」様は現在

も貴院へ通院されていて、治療を受けていらっしゃるのでしょうか。そちらも合わ

せて御教示をお願い致します。 :○平成17年 1月 に [丁 ]が倒産に因り失職してし

まい鮒、就職活動を行っていましたが、スピードが隠かったり、他者とのコミュニ

ケーションが我れず、困り受診されました。○現在は、定期的に通院され家庭・職

場での困り感を話され、アドバイス等を行っております (カ ウンセリング)。

イ 意見欄 (その他参考と晟る働意見がございましたら、御教示をお願い致します。):
平成17年以前には医療機関受診は、定期的には行っていないとの事でした。

(5)裁定請求書に添付された、請求人作成 ([C](相談員)代筆)の病歴状況申立書
(国民年金用)の内容を摘記すると、次の通りである。 (資料 5)

(病歴関係)

ア 傷病名 :自閉症
イ 発病した等の状態と発病から初診理の間の状態

‐
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(ア)発 病日 :昭和38年 3月 [某]日
(イ)初 診日 :昭和41年 4月 [某]日
(ウ)発 病した時の状態 :2人同胞の一番目として出生。分娩時に異常は蕪かった。
生下時体重は3600g。

(工)発 病から初診迄の状態 :始語は 1歳過ぎで、言葉の増えは遅かった。こだわり
が強く、テレビコマーシャルに執着したり、他者とのコミュニケーションが苦手

で、友達も居なかった。

(オ)検 診等で指摘された撃は肴りますか。 :記載蕪し

(力)そ の時の結果票の有無 :記載無し
ウ 治療の経過 (初診日から現在迄の経過を年月順に期間を基けないで記入。 )
(ア)期 間 :昭和41年 4月 [某]日 から昭和48年 3月 [某]日 迄
a 初診時の医療機関名称 :[甲]病院
b 初診時の医療機関所在地 :記載無し
c 上記の期間の状態 :幼少時から集団行動が苦手で一人遊びが多く、友達も居
なかった。集中力も無く常に不安で落ち着きが無かった為病院を受診。 「自閉

症」と診断される。感覚過敏も在 り、新しい事に挑戦するのが苦手だった。

(イ)期 間 :昭和48年 4月 頃から昭和56年 3月 頃迄
a 受診の有無 :無
b 上記の期間の状態 :他者とのコミュニケーションが執れず、学校生活を通し

ていじめに遭い続けた。高校入学後は、ほぼ毎日の様にポじめられて、震7不

登校に晟った。暴力を受ける彗もる り、パニックに成って教室を飛び出す事も

在った。

(ウ)期 間 :昭和56年 4月 頃から平成 17年 [某]月 頃迄
a 受診の有無 :無
b 上記の期間の状態 :[当地]高等職業訓練校の製版印刷科に入校。手先が不器
用で作業災量ニトが遅く、他者から からかいの対象と成った。昭和57年、[T]

に入社し、[印刷関係]の仕事に就くも、作業の課程で度々パニックを起こした。

(工)期間 :平成17年 [某]月 [某]日から現在迄
a 受診の有無 :有
b 医療機関名 :[乙診療所]
c 上記の期間の状態 :日常生活に不安を抱き、通院を始める。平成18年に [丁
印刷]が事実上倒産し、離職。相談支援事業所に相談し、障害枠でパート採用

されるも、作業災量ニトが遅く、他者への暴言も有りo、 コミュニケーション

も執れないため、一定水準の収入を得る事は困難。療育手帳を申請中である。

(就労・日常生活状況等)

工 現在 (請求日)の状態を記入して〒さい。
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(ア)就労している場合
a 職種等 :[内勤 。構内労務]
b 通勤方法 :[鉄道]
c 通勤時間 :[―]分
d 出勤の状況 (日数):請求日の前月20日 、請求日の前々月20日
e 仕事の具体的内容 :郵便物(9の伝票を機械を通して読み取る作業。
f 仕事中や仕事が終わった時の身体の様子 :気持ちの落ち込みが左る。

(イ)日常生活についてどの程度の制限がありますか。
a 着替え:自発的に由桑る
b 洗面 :自発的に出来るが援助が必要o
c トイレ :自発的に出来る
d 入浴 :自発的に出来るが援助が必要o
e 食事 :自発的に出来るが援助が必要o
f 散歩 :自発的に出来る
g 炊事
h 洗濯
i 掃除
j 買物

自発的に出来るが援助が必要

自発的に出来るが援助が必要o

自発的に出来るが援助が必要o

自発的に出来るが援助が必要o
k 介護やヘルパーの支援を受けていますか :いない

(ウ)補 助具を使用していますか。 :使用していない

(工)そ の他日常生活で不便に感じる撃 :他者とのコミュニケーションが執りにくく、

職場で思い通りに行かない時に「自分は晨自だ」筆とパニックを起こす事がこる。

手先が不器用で決められだア

“

マら仕事をやり逃げる事が難しいため、ジョブコ

ーチが必要(1、 金銭管理においても助言を要する。

[「オ」は記載されていない]

力 身体障害者手帳等の交付年月日及び等級 :療育手帳の交付申請中
(6)日 本年金機構 [所轄地]年金事務所が作成 (出力)した請求人に係る「基礎年番 基
礎年金番号情報照会 (統合年金記録)回答票 (資格画面)」 及び「基礎年番 被保険
者記録照会 (資格・納付Ⅲ)」 の内容を摘記すると、次の通りである。 (資料 6)

ア 基礎年番 基礎年金番号情報照会 (統合年金記録)回答票 (資格画面)
項番  基礎年金番号  市区町村名/整理番号  取得年月日  喪失年月日
01  厚 [―]    [― ] 昭-57.04[―〕 平-18。 [―H一 ]

平-18.[一H―〕02      国 [―

― ―

]

イ 基礎年番 被保険者記録照会 (資格・納付Ⅲ)
(ア)基 礎年金番号 :[一 ]
(イ)資 格記録
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a 取得 :平 18.I一 ].[一 ]
b 喪失 :記載無し

(ウ)納付記録Ⅲ
(略)o

(7)審査請求書に添付された、請求人の小学校時代の担任であった [D]作成の「初診

日に関する第二者の申立書」と題する書類の内容を摘記すると、次の通りである。 (資

料 7)

初診日に関する第二者の申立書

障害基礎年金請求者「春男」の傷病名 (高機能自閉症)の初診日については、

次の通り申し立てます。

私は「春男」さんが小学校一年生 (昭和44年)か ら四年生 (昭和47年)迄学級

担任をしていた者です。入学してきた「春男」さんは、既に「自閉症」と診断さ

れ、 [甲]病院へ通院 しているという事でした。彼は小柄な体格でしたが、遊び

や学習作業等で他の児童の様に行動する事が出来ず、パニック状態と戌って大声

を出したり、私と接触 している事で落ち着きを取り戻そうとする事が多く有りま

した。友逹と楽 しく遊、St姿は見られませんでした。又、一人の世界に入り込んで、

乗用車の運転席の前部分の詳細な絵を、毎日飽きる事無く、何枚も何枚も描いて

いました。それは見事な絵で、校内の教師仲間でも評判だったものです。通常 2

合年でクラス編やl替をするのですが、二年生終了時、彼の安定のために、私は彼

だけを伴って編申lさ れた新二・四年のタラス担任に成りました。成人した頃、我

が家を訪ねてきてくれた事が在りましたが、その時「中学・高校時代は地獄だっ

た」と語つてくれました。生真面目さ・ 几帳面さは相変わらずでした。

平成25年 [某]月 [某]日

(申立者〉

住 所 [某  所 ]

氏 名  [D]
(請求者との関係 :小学校時代担任)

螂)当審査官の照会に対する、 [B]医師作成の回答書の内容を摘記すると、次の通り

である。 (資料 8)

ア 照会事項 1:請求人は、障害年金請求日 (平成24年 2月 [某]日 )に薬ける日常生
活の制限の程度を下記の通り申し立てておられます。つきましては、上記{の診断書

の平成24年 1月 [某]日現症時に於けるコ・(ウ )・ b「日常生活能力の判定」、コ・(ウ)・

c「日常生活能力の程度」について、再度御教示願います。

請求人の申立

着替え、 トイレ、散歩…自発的に島桑る

洗面、入浴、食事、炊事、洗濯、掃除、買物…自発的に出来るが援助が必要o
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イ 回答 1

(ア)日 常生活能力の判定
a 適切な食事 :自発的に出来るが時には助言や指導を必要とする (自分の好き
な物しか食べない)

b 身辺の清潔保持 :自発的豊つ適正に行う事は出来ないが助言や指導があれば

出来る (同 じ服を着てしまう。写さ・寒さに各った服装が露しい)o
c 金銭管理と買い物 :助言や指導があれば出来る (助言が必要である)
d 通院と服薬 (不要):穫ね由桑るが時には助言や指導を必要とする (現在、

服用していないが服用すると「概ね出来るが時には助言や指導を必要とする」

に成る)o
e 他人との意思伝達及び対人関係 :助言や指導があれば出来る (一方的な関わ
りで、他者との連携が難しい)

f 身辺の安全保持及び危機対応 :助言や指導があれば出来る (通常と運う撃に戸
慧ぅ)
g 社会性 :助言や指導があれば出来る (手続きには、他者の手助けが必要であ
る (相談員が関わっている))

(イ)日常生活能力の程度 :精神障害・知的障害を認め、家庭内での単純な日常生活
は出来るが、時に応じて援助が必要である。 (自閉症 :コ ミュニケーション能力

が低い、知的障害 :バラツキが有り、日常生活にも介助が必要である)

ウ 照会事項 2:上記(3)の診断書のサ「現症時の日常生活活動能力及び労働能力」欄
に「日常生活については、マイペースな生活が崩れなければ、ある程度生活出来る。

支援は必要である」と記載されておりますが、ある程度の生活は、その多くが支援

に拠って成立する状態でしょうか。

工 回答 2:現在、福祉就労しているが、同じ彗の藻り踵し (伝票整理)は由桑るが
速度が隠い、又、融通がlllかないため、その事しか出来ない。又、突発的な出来事、

指示に従う事は第しく、怒り出したリパニック状態と晟ってしまう。

オ 照会事項 3:その他、請求人の障害の状態で参考と成る働意見が在れば御教示願
います。

力 回答 3:幼少時から支援が必要でしたが、御両親の障害受容が出来ず、又本人も
支援無しで生活してきましたが、生活全般支援が必要です。父親も亡くなり、母も

病気がちで今後の生活にも不安で自活は難しいと考えます。

2 以上認定した事実に基づき、本件の問題点を検討し、判断する。
(1)障害基礎年金の具体的な認定に当たっては、障害認定の公平を期し、事務の円滑な

運営を図るため、「国民年金・厚生年金保険障害認定基準」 (以下、「認定基準」と云

う。)に拠り取り扱う撃とされており、この認定基準の第 1・ 一般的事項に拠ると「初

診日」とは、障害の原因と成った傷病について初めて医師又は歯科医師の診断を受け

‐
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た日を云い、具体的には次のような場合が初診日とされる。

ア 初めて診療を受けた日(治療行為又は療養に関する指示が各った日)が初診日と晟
る。

イ 同一傷病で転医が有った場合は、一番初めに医師などの診療を受けた日が初診日
と成る。

ウ 健康診断により異常が発見され、療養に関する指示を受けた場合は、健康診断日
が初診日と成る。

工 障害の原因と成った傷病の前に、相当因果関係が有ると認められる傷病が有る時
は、最初の傷病の初診日が初診日と成る。

レ)また、この認定基準の第 1章第 8節/精神の障害に拠れば、精神の障害の程度は、

その原因、諸症状、治療及びその病状の経過、具体的な日常生活状況等に拠り、総合

的に認定するものとし、「日常生活の用を弁ずる事を不能ならしめる程度のもの」を

1級に、「日常生活が著しい制限を受けるか又は労働に著しい制限を加える事を必要

とする程度の障害を残すもの、及び労働が制限を受けるか又は労働に制限を加える事

を必要とする程度の障害を有するもの」を 3級に認定する事としており、その認定基

準は次の通りである。

旧)精神の障害は、「統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害」、「気分 (感情)
障害」(以下、「をら3も病」と云う。)、「症状性を含む器質性精神障害」、「せ几ぶん」、

「知的障害」、「発達障害」に区分する。

また、症状性を含む器質性精神障害、てんかんであって、
(3ら
想、幻覚等のこるも

のについては、「統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害並びに気分 (感情)

障害」に準じて取り扱う。

に)発達障害とは、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、

注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であって、その症状が通常、低

年齢において発現するものを云う。

15)発達障害については、たとえ知能指数が高くても社会行動やコミュニケーション能

力の障害に拠り対人関係や意思疎通を円滑に行う事が由桑ないために日常生活に著し

い制限を受ける事に着目して認定を行う。また、発達障害と その他認定対象と晟る精

神疾患が併存している博は、併合 (加重)認定の取扱いは行わず、諸症状を総合的に

判断して認定する。

16)発達障害は、通常低年齢で発症する疾患であるが、知的障害を伴わない者が発達障

害の症状に拠り、初めて受診した日が20歳以降であった場合は、当該受診日を初診日

とする。

仔)発達障害の障害の状態が、各等級に相当すると認められるものを一部、例示すると

次の通りである。
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障害の程度 態状の奎
ロ障

1  級
発達障害が在り、社会性やコミュニケーション能力が欠如してお
り、且つ、著しく不適応な行動が見られるため、日常生活への適応
が困難で常時援助を必要とするもの

2      級

発達障害が在り、社会性やコミュニケーション能力が乏しく、且
つ、不適応な行動が見られるため、日常生活への適応に当たって援
助が必要なもの

3     級

発達障害が在り、社会性やコミュニケーション能力が不充分で、

且つ、社会行動に問題が見られるため、労働が著しい制限を受ける
もの

の半U7に の惨)日常生活能力等の判定に当たっては、身体的機能及び精神的機能を考慮の上、社会

的な適応性の程度に因つて判断するよう努める。また、就労支援施設や小規模作業所等

に参加する者に限らず、雇用契約に拠リー般就労をしている者であっても、援助や配

慮の下で労働に従事している。

従って、労働に従事している事を以て、直ちに日常生活能力が向上したものと捉え

ず、現に労働に従事している者については、その療養状況を考慮すると共に、仕事の

種類、内容、就労状況、仕事場で受けている援助の内容、他の従業員との意思疎通の

状況等を充分、確認した上で日常生活能力を判断する事とされている。

0)そ こで、まず、請求人の当該傷病の初診日について検討し、判断する。
前記第3-6で示した通り、障害基礎年金の裁定請求に当たっては、障害の原因と晟つ

た疾病又は負傷に係る初診日を明らかにする撃が由桑る書類を添えなければ晟らない

事とされており、この認定基準の第 2障害認定に当たっての基本的事項の 3「認定の

方法」では、原則として、本人の申立等及び記憶に基づく受診証明のみでは判断せず、

必ず、その裏付けと成る資料を収集する事とされている。

初診日の認定は、国年法が、発病又は受傷の日では蕪く、初診日を障害基礎年金の

受給権発生の基準と成る日と定めている趣旨から言って、直接これに関与した医師又

は医療機関が作成したもの、又はこれに準ずる様な証明力の高い資料 (以下、「認定

適格資料」と芸ぅ。)に拠ってしなければ成らないと解するのが相当であり、前記第

4の中で、認定適格資料と成るものは、資料 3、 4である。

また、保険者は、20歳前障害に因る障害基礎年金の請求に於いて初診日が確認出来

る書類が添付出来ない場合の取扱いについて、明らかに20歳以前に発病し、医療機関

で診療を受けていた事を複数の第二者が証明したものを添付出来る蒔は、初診日を明

らかにする書類として取り扱う事 (年管管発1220第 7号平成23年 12月 20日付け)と し

ており、当該複数の第二者が証明した書類 (以下「第二者証明書類」と云う。)は資

料 2、 7である。

(10)上記19)で認定した認定適格資料の関、前記第5-1-で認定した [B]医師作成に抗る

診断書 (以下、「当該診断書」と云う。)に拠ると、現在の病状又は状態像には「知

能障害 (遂行機能障害)」 の記載がるり、その具体的程度・症状では、WAIS一 R
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の下位検査にバラツキが在るものの、 IQ値は、FIQHl、 VIQH6、 P I Q100
と平均値に在る撃から、本件に素ける初診日については、障害の原因と成った傷病名

である「自閉症 (ICD-10コード:F84)」 の初診日を認定する事に晟る。

(11)当該診断書に拠れば、当該傷病のため初めて医師の診療を受けた日を「昭和41年

頃」としているが、これは、平成24年 [某]月 [某]日 に請求人本人が申立てしたもの

としている。また、「発病から現在までの病歴及び治療の経過、内容、就学、就労状

況等、期間、その他参考と晟る事項」に熱いても、初診日を認定する撃が島桑る客観

的な記述は蕪い。しかし、請求人が裁定請求書に添付した、前記第5-1刊0で認定した

第二者証明書類に拠ると、小学校時代の家庭教師であった [A]氏は、「1970年 (昭

和45年)か らの 2年間で彼は小学校 3、 4年生だったと思います。私が教育心理学を

学んでいた関係で [丙]大学の情緒障害児のプレイセラピーを見学に行き、そこに治

療のため通っていた「春男」さんと知り合い、家庭教師を頼まれました。週 2回程彼

の勉強を見たり、一緒に遊んだりしました。その当時は「情緒障害児」と言われ確か

に健常児との違いは、はっきり確認出来ました。」と申立てしており、また、請求人

が審査請求書に添付した、同第5-1刊ηで認定した第二者証明書類に拠ると、請求人の

小学校時代の担任であった [D]氏は、「私は「春男」さんが小学校一年生 (昭和44

年)か ら四年生 (昭和47年)迄学級担任をしていた者です。入学してきた「春男」さ

んは、既に「自閉症」と診断され、 [甲 ]病院へ通院しているという事でした。」、

「通常 2箇年でクラス編制替をするのですが、二年生終了時、彼の安定のために、私

は彼だけを伴って編制された新三・四年のクラス担任に成りました。」と申立てして

いる事から、具体的な初診日が何時であるかを特定する事は出来ないが、請求人が20

歳到達前である小学生当時、当該傷病を発症し、 [甲 ]病院に「情緒障害児」として

治療を受けていた事は推認出来るものであり、請求人が裁定請求書及び同第5-1刊 1)に

記載している昭和41年 4月 [某]日 を初診日と認めるのが相当である。

(12)次に、裁定請求時に奏ける請求人の当該傷病に因る障害の状態を検討し、判断す

る。

当該診断書に拠ると、現在の病状又は状態像は、「知的障害等 (遂行機能障害)」 、

「発達障害関連症状 (相互的な社会関係の質的障害、言語コミュニケーションの障害、

その他 (処理速度蓮い))」 とし、その具体的程度・症状は、「○他者の立場に晟っ

て考える撃は難しく、マイベースに成る○顎通がrllかなく、集団活動が難しい。○決

められた単純作業は凸桑るが、速度が遅いため職場での注意を受ける。ジョブコーチ

が職場と本人との間に入つているIL OWAIS― R FIQHl VIQH6 PI
Q100、 下位検査 知識・算数 絵画配列15 絵画完成 9 類似 9 符号 3とバラツキ
がこる121。 ○注意を受けると「自分は幾自なんだ」と群ぶ、自己肯定感が低い。○ス

トレートに自己表現出来ず、周囲が対応に苦慮する」としている。日常生活状況では、

家庭及び社会生活についての全般的状況は、「母と 2人暮らし、対人関係は自らは籍ぶ
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撃は難しぃ。」としており、日常生活能力の判定 (前記第5-1イ0で認定した当審査官

の照会に対する回答書の回答内容を採用する。)は、「身辺の清潔保持」、「金銭管
理と買い物」、「他人との意思伝達及び対人関係」、「身辺の安全保持及び危機対応」、

「社会性」は「 (自発的且つ適正に行う事は凸桑ないが)助言や指導があれば出来る」

とし、「適切な食事」、「通院と服薬 (不要)」 は「自発的に (おおむね)出来るが

時には助言や指導を必要とする」としている。そして、日常生活能力の程度 (同第5-1-

(3で認定した当審査官の照会に対する回答書の回答内容を採用する。)は、 R3)精
神障害 (知的障害)を認め、家庭内での単純な日常生活は出来るが、時に応じて援助

が必要である。」としている。また、現症時の就労状況では、仕事場での援助の状況

や意思疎通の状況は「障害者施設で 4× /月位パートで働いている 他者への暴言等
コミュニケーションは執りにくい。」としている。

(13)これらの撃を総合的に判断すると、裁定請求日に典ける請求人の当該傷病に因る

障害の状態は、 [B]医師が、現症時の日常生活活動能力及び労働能力に於いて、「日

常生活については、マイベースな生活が扇れなければ、ある程度生活由桑る。支援は

必要である。」、「労働能力においては、単純作業の繰り返しは出来るが出来るが融

通が利かなく時間も掛かる。」と述べている事からも、上記(7)で示した 2級の例示の

程度に該当すると認める事は困難であり、同(2)で示した認定基準の 3級の状態である

「労働が制限を受けるか又は労働に制限を加える事を必要とする程度のもの」に該当

すると認められるものの、 2級の「日常生活が著しい制限を受けるか又は日常生活に

著しい制限を加える事を必要とする程度のもの」に該当すると認める事は困難であり、

もとより、それより重い 1級に該当すると認める事も出来ない。

(14)そ うすると、請求人の裁定請求を却下とした原処分は妥当では蕪いが、請求人に

障害基礎年金を支給する事を認める事は島桑ず、結果として、原処分を取り消す事は

出来ない。

以上の理由に因って、主文の通り決定する。

平成25年 [某]月 [某]日

[所轄地]厚生局社会保険審査官

[姓
。名 略式職印]

( 中 略 (不服の場合の「再審査請求」
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これは、謄本である。

平成25年 [某]月 [某]日

[所轄地]厚生局社会保険審査官

[姓 。名 正式職印]

【写本作成上の注】

“

)「春男」には主勤務先に就職してから凡そ半年の間、「ジョブコーチ」と称する指導員が当地の「障
害者職業センター」から派遣される形で主勤務先との間に入っていた (現在は付いていない)。

9)「乙」診療所に於ける知能検査の結果を羅列している。
3)「春男」は佳羅電役に対し、「他者に対して暴言を吐いたりはしていない」旨を話している。恐らく、
実際の書類提出者は「叫び」や「喚き」を「他者への暴言」と解釈したのだろう。

“

)実際の「倒産」 (破産申請)は「平成18年 (2006)夏」。
5)正しくは、「前の日に配達された荷物」。郵便物では無い。
6)「春男」が佳羅電役に対して話した事とは食い違いが見られる。恐らく、実際の書類提出者は障害年
金支給へ少しでも有利に導くべく、多少、誇張を交えた表現を使ったのだろう。

仔)此処では個人情報保護の観点から省略したが、「春男」は前勤務先の破産に因る失職から障害年金受
給の申請の時点迄の間、所得が少ない事を理由に国民年金の保険料の支払が免除されていた。
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